
 

 

 質 問 者  平 塚 勝 志  

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

１ 復興事業をスムーズに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＪＲ女川駅（新駅）の

早期実現を 

 

 

 

 

 

 

町中心部の基盤整備事業は、個別面談も終了し、

いよいよ本格的に槌音の響く事業が始まろうとし

ています。 

 この事業が計画どおり平成 30 年度まで終了する

ためには、被災土地の買い上げと、造成工事等の同

意書等がスムーズに進捗するかが大きな比重を占

めます。そこで伺います。 

(１) 造成工事の施行同意書の状況について 

(２) 抵当権、根抵当権の土地はどうなりますか。 

(３) 現在、買い取りが決まっていない土地の今後

の動向について 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

先日、ＪＲ女川駅の記事が、新聞に掲載されまし

た。 

現在、不通となっている渡波～浦宿間が平成 25

年度初めに開通予定とのことであります。 

 まちづくりの核となるべきＪＲ女川駅（新駅）の

実現は、住民の交通機関としてはもとより、産業、

観光など広く町の復興を加速し、発展させるものです。 

そこで伺います。 
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(１) 新駅予定地の整備について 

(２) 町の提案に対するＪＲの受け止めと実現時期

について 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


